

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































た ゞLChildeRolandは "- isnothingmorethanagalopovertfle
moorlandsorimaglnation;- ButonethinglSplaininit:itisanout-
comeorthatpassionforthemysticalworld,foradventure,forthe
unknown,whichliesattherootoftheromantictree.'咽であると興味深
いcommentをしている｡更に彼は我々が往々にして感じているBrowning
C4)L'bid.,p.237.
¢SIStopfordA.Brooke;ThePoetryo/RobertBrowning(ThomasY.
CrowelCompany,NewYork,1902)p.276.
22
の難点がこの詩の中にもあるという｡ つまり,"Browning'spoem is
toomuchinthevague.Theromantictalesareclearinoutline;thisisnot."
餌と手厳しく批評しているO
最後にDeVaneの説に移ってみよう｡彼は特に日新らしいことは言っていな
いが,次の言葉を引用しておくことにして止めておきたい｡"ChildeRoland
isoneorthemostimaginativeandnobleorBrowning'spoems,and
hastakenitsplaceamongthegreatexpressionsofcourageinEnglish
literature." 田
おわりに
ChildeRolandの詩が寓話詩であるか,否かについて,長い間論争されてい
るが,なかなか均が明かないらしく,はっきりした結論は出されていないよう
である｡筆者も昨年の第9号の紀要と本年第10号に書いて見たが,厳密な意味
で,自分自身にまだ,いずれとも,決着がつけられないでいる始末である｡机
上にある資料を相手にこれから更に研究を続けて行く積りである｡
¢Qibid.p.275.
的 WiliamClydeDeVane;ibid.,p.207.
23
